
「おおさか環境賞」実施要綱
（目的）
第１条　大阪府環境基本条例（平成６年大阪府条例第５号）第１４条の規定に基づく自主的な活動の支援のため、環境への負荷の低減や自然との共生、快適環境の創造など、自主的かつ積極的に他の模範となる環境の保全又は創造に資する活動に取り組んでいる個人若しくは団体（ＮＧＯ、サークル、グループ等を含み、地方公共団体を除く。）、又は事業者に対し、その活動を賞し、奨励することを通して、豊かな環境づくりに向けた行動の輪を広げることを目的とする。

（賞の名称及び種類）

第２条　賞の名称は、「おおさか環境賞」とする。

２　賞の種類は、大賞、準大賞及び奨励賞とする。

３　特に優れた活動には大賞を贈るものとする。大賞に準ずる優れた活動には準大賞を贈り、それ以外については奨励賞を贈るものとする。

４　大賞、準大賞、奨励賞のうち、個人と団体、団体と事業者、事業者と事業者等、連携・協力して取り組む優れた協働活動については、さらに特別賞として協働賞を贈るものとする。
（賞の対象となる活動）
第３条　　この賞は、次の各号に該当する活動を対象とする。

（１）府民活動

この賞の対象となる活動は、大阪府内で個人・団体が自主的に取り組む豊かな環境の保全又は創造に資する調査研究活動、教育啓発活動、実践活動、その他これに類する活動とする。ただし、大阪府外の活動であっても、大阪府内に住所を有する個人の活動又は構成員の大半が大阪府域に住所を有する団体の活動については、この賞の対象とする。

（２）事業者活動

この賞の対象となる活動は、大阪府内で事業者が取り組む豊かな環境の保全又は創造に資する活動とする。ただし、製品・技術の開発で自社のみの利益に限られるものや、省エネルギー・廃棄物削減などの活動で自社内に限られるものは除く。また、大阪府外の活動であっても、大阪府内に事業所を有する事業者の活動については、この賞の対象とする。

（賞の対象要件）
第４条　この賞は、次の各号の要件を満たすものを対象とする。

（１）賞の対象となる活動が他の模範となるものであること。

（２）賞の対象となる活動が２年以上（年１回程度の活動にあっては３年以上）の実績を有しており、将来にわたり継続する見込みがあること。　

　　　ただし、２年以上の年数を満たしていない場合でも、その活動が特に顕著で多大な成果を上げている場合には、これにかかわらず対象とする。

（３）同一の活動について、大臣又は知事の表彰を受けている者及び「おおさか環境賞」を受賞した者は除く。

（４）その他、大阪府が本賞にふさわしくないと判断した者は除く。
（推薦等）
第５条　大阪府知事は、市町村長、豊かな環境づくり大阪府民会議に参加している府民団体、事業者団体及び関連団体等の長（以下「市町村長等」という。）に対し、この賞にふさわしい個人、団体又は事業者の活動について、推薦を依頼する。

２　市町村長等は、この賞の対象となる個人、団体又は事業者の活動があると認めるときは、下表に記載の推薦書を添付して、知事に推薦することができる。
	区分
	推薦書

	府民活動
	様式第１号

	事業者活動
	様式第２号


（受賞者の決定）
第６条　受賞者は、第５条の２に基づき推薦された者から、大阪府環境審議会環境・みどり活動促進部会での選考を経て、大阪府知事が決定する。

（賞の授与）
第７条　この賞の受賞者には、大阪府知事が賞状を授与する。

（その他）
第８条　この賞の運営に必要な事項の審議は、大阪府環境審議会環境・みどり活動促進部会において行う。

２　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
附則　この要綱は平成２５年　７月　５日から施行する。

附則　この要綱は平成２６年　４月　１日から施行する。

附則　この要綱は平成２７年　４月　１日から施行する。

附則　この要綱は平成２８年　４月　１日から施行する。
附則　この要綱は平成２９年　４月　１日から施行する。
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